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市民の皆様には、平素より前橋高志会の活動に温かいご支援を賜り心より御礼申し上げます。
この夏も例年以上の猛暑日がつづき、熱中症に十分な注意が必要でありました。

前橋市は今年度過去最大の当初予算を計上しましたが、財源の裏付けが乏しい事業が優先され、まだまだ
市民の声が届いていないように感じている中で、皆様の目線に立って厳しく見守るのが私たち市議会の役割
であります。
前橋高志会は現実を直視し、行動で示す議員集団です。市民の「こうしたい」という切実な声を原動力に、
本当に求められる政策へと変えていくために全力で挑みます。
厳しい暑さが続きますが、皆様のご健康を祈念いたしまして、ご挨拶といたします。

今年4月にニューオープンしたスノーピーク赤城キャンプフィー
ルドは、群馬県前橋市の赤城山山頂エリア（標高約1,350メート
ル）に位置する自然豊かなキャンプ場です。
首都圏から車で約2時間半とアクセスしやすく、市街地より気温
が低いため夏でも快適に過ごせます。
原生林に囲まれた林間サイトを拠点に、トレッキングやカヌー、
自然観察など四季折々のアウトドア体験を満喫でき、初心者から
ベテランまで幅広く楽しめる施設です。
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2 駒寄スマートIC産業団地の開発
清里地区の池端町において駒寄スマートIC産業団地の開発が進
められています。
現在は、環境影響評価（環境アセス）や土地買収を完了し、工業団
地造成事業の事業認可を受けて造成工事を進められています。既
に調整池の築造工事が完了し、現在は地区内道路の整備が進めら
れているところです。
本産業団地は関越自動車道・駒寄スマートICに隣接する交通利便
性の高い大規模な産業団地です。企業立地の促進による雇用創出
や税収増加に加え、地域経済の活性化や産業基盤の強化などが期
待されます。

7月17日深夜の記録的大雨による未曾有の豪雨災害が前橋市東部の広範囲な地域で
発生し、農業用水路や道路排水路、また、そこから雨水が集まる河川は大きな損壊を
受け、特に東大室町内を流れる川に架かる橋が崩落するなどインフラの損傷は甚大
なものとなりました。
そこで、当該地域の生活基盤や農業環境を早急に復旧することが重要でありますの
で、復旧に必要な財源を早急に確保するとともに、関係機関が一体となって迅速な復
旧を進められるよう下記事項に対して会派として要望いたします。
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3 前橋市長へ要望書を提出しました

7月17日の豪雨災害復旧に対する
予算の確保と迅速な対応

1.崩落した橋には当該地域における45戸の下水
排水を担う下水圧送管が取り付けられていたの
で、地域住民の安定した生活環境を確保すべく、
下水排水対策を早急に講じること。

2.当該自治会から寄せられた豪雨災害関連の道水
路復旧要望へ迅速に対応できるよう、必要な補
正予算を確保し、速やかに工事を発注すること。

3.今後、甚大な豪雨災害を未然に防ぐべく、道水路
の点検や自治会及び農業関連団体から寄せられ
ている道水路改修要望箇所への対応に優先順位
を整理した上で計画的に改修を進めること。

4.被災住民や農業者への相談体制・情報提供を充
実させること。

以上
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6. 社会教育ビジョンの作成について
（1） 現状
（2） 今後の進め方

7. 教職員の人事評価について
（1） 教員の人事評価制度の目的
（2） 評価の2本の柱
（3） 人事評価と昇給、手当との関係
（4） 管理職の人事評価

令和８年
第２回定例会
1 ゾーン30プラスについて
（1） 現状
（2） 今後の取組

2. 治療用装具の療養費について
（1） 昨年度の市内の申請件数
（2） 一次自己負担の解消策

3. 二中地区（第二）のまちづくりについて
（1） 地域住民へのアンケート調査の結果
（2） 今後の見通し

4. まえばし幼稚園と第一保育所の統合移転について
（1） 統合移転に関する教育委員会での検討経緯
（2） 本市の幼児教育における新認定こども園の役割

5. 小中学校の施設について
（1） 教室照明のLED化の現状
（2） 変電機器や高圧ケーブルの老朽化対策
（3） 小学校体育館のエアコン整備

6. 第八次前橋市総合計画の
　 策定について
（1） 策定方針

令和８年
第２回定例会
1. これからの前橋市について
（1） 人口減少、少子高齢化
（2） 行財政改革
（3） 産業振興、雇用
（4） 都市基盤、インフラ

2. 前橋市政策アドバイザーについて
（1） 現状
（2） 今後

3. スノーピーク赤城キャンプフィールドについて
（1） 現状
（2） 今後

4. 小中一貫教育の検討について
（1） 現状
（2） 今後

5. 前橋市人材育成・確保基本方針の改正について
（1） 改正の背景及び目的
（2） 人材育成から確保、定着に至る一体的な取組
（3） 推進体制及び実効性の確保

令和８年
第２回定例会

令和８年
第１回定例会

1. 湯けむり国スポ・全スポぐんまに向けた
    施設整備状況について
（1） 現時点での取組状況
（2） 施設整備を進める上での課題

6. 地域の諸課題について
（1） 国体道路
（2） 敷島公園の樹木管理

2. 財政について
（1） 中期財政収支見通し
（2） 今後の市政運営

3. 地域未来戦略について
（1） 本市の取組

4. 貸館システムについて
（1） 現状
（2） 今年度の予定
（3） 市民の活用促進

5. 高校の授業料について
（1） 高等学校等就学支援金

1. 子育て政策について
（1） 条例改正
（2） 給食費無償化
（3） 支援策の考え方

2. 公共交通政策について
（1） 自動運転バス
（2） マイタク
（3） 高校生通学定期

3. 競輪事業について
（1） 事業の現状
（2） 一般会計への繰出金
（3） 今後の見込み
（4） 繰入金の活用

4. 手話言語条例10周年記念事業について
（1） 実施内容

令和８年
第２回定例会
1. 高齢者対策について
（1） 幸せな老後を送るためのまちづくり

2. 広瀬川河畔緑地の利活用促進について
（1） これまでの利用実績
（2） 対象エリアの拡大
（3） 今後の予定

3. 国際芸術祭について
（1） 企画のコンセプト
（2） 進捗状況
（3） 課題

4. 下水道事業における
　 ウォーターPPPの導入について
（1） ウォーターPPPによる事業の
　   民間委託の取組状況

5. 地域の諸課題について
（1） 埋蔵文化財採掘の予算

令和8年
第１回定例会
1. 農業政策について
（1） 耕畜連携
（2） 乾田直播普及促進事業
（3） 赤城の恵ブランド認証制度

2. 前橋市庁舎ESCO事業について
（1） 進捗状況
（2） 今後の見通し

3. 公園管理について
（1） 前橋総合運動公園
（2） 未来樹ガイドライン

4. 産業政策について
（1） 企業立地支援
（2） 大前田樋越産業団地
（3） 上増田産業団地

令和８年
第２回定例会

令和８年
第２回定例会
1. 千代田町中心拠点地区再開発事業について
（1） これまでの経緯
（2） 現在の状況
（3） これからの展望

3. 空き家対策について
（1） 現状
（2） 課題
（3） 今後の取組

4. 上下水道インフラの見える化について
（1） 現在の点検状況
（2） AIやDXの活用状況
（3） 今後の取組

2. 国民スポーツ大会開催に
　 向けた対応について
（1） 県知事への要望の趣旨、目的
（2） 本市独自の財源確保に向けた取組
（3） 市民の意識醸成に向けた取組

1. 土地利用制度の見直しについて
（1） 説明会の状況
（2） 今後の取組

3. 各所管におけるシステム更新について
（1） 一般財源枠配分方式
（2） システム更新費用の確保
（3） 図書館の業務システム更新
（4） 休館期間中の対応

4. 旧宮城幼稚園の利活用について
（1） サウンディング調査の結果
（2） 今後の展開

5. 子育て支援について
（1） 家庭児童相談

2. 総合福祉会館、第四コミュニティセンターの
　 設備機器更新について
（1） 対応経過と設備機器更新の方針
（2） 今後の予定

6. クビアカツヤカミキリ対策に
　 ついて
（1） 被害状況
（2） 国、県との連携
（3） 自治会管理の樹木

令和８年
第２回定例会
1. 粕川地区公共施設整備について
(1) 老朽施設への対応
(2) 地域の意見聴取
(3) 今後の予定

3 通信指令装置の整備について
(1) 現状
(2) 単独運用
(3) 共同運用
(4) 本市の考え方
(5) 今後の方向性

4. マイナ救急の本格運用について
(1) 運用状況
(2) スマホ保険証の対応
(3) 今後の取組

2. 前橋市公営住宅等長寿命化計画について
(1) 市営住宅の方針
(2) 今後の取組
(3) 今後の対応

富田 公隆藤江 彰小曽根 英明
●副幹事長
●5期
●総務常任委員会
●議会運営委員会
●永明地区

●幹事長
●5期
●建設水道常任委員会
●議会運営委員会
●都市計画審議会
●監査委員
●桃井、中央地区

●副幹事長
●5期
●市民経済常任委員会
●城南地区

とみた きみたか

窪田 出
●政策議会長代理
●4期
●総務常任委員会
●文京・天川、六供地区

くぼた いずる　

新井 美加
●政策議会長
●4期
●建設水道常任委員会
　副委員長
●都市計画審議会
●元総社地区

あらい みかふじえ あきらおぞね ひであき

関 俊夫
●1期
●総務常任委員会
●桂萱地区

せき としお

小川 真太郎
●1期
●市民経済常任委員会
　副委員長
●城東地区

おがわ しんたろう

林 倫史
●3期
●教育福祉常任委員会
　委員長
●南橘地区

はやし ひとし

近藤 登
●5期
●議長
●富士見地区

こんどう のぼる

須賀 博史
●幹事長補佐
●4期
●議会運営委員会
　委員長
●教育福祉常任委員会
●敷島、岩神地区

すが ひろし

議長に就任させて頂いた第1回定例会では、市長
提出議案である第1子の保育料軽減議案が否決さ
れるという波乱の船出となりました。
その後も、老舗百貨店の閉店や職員の不祥事対応
などの報告を日々受けており、前橋市が直面して
いる課題に向き合っている毎日であります。

今後は、市民生活に大きな影響を与えている物価
高騰対策に最優先で取り組み『市民の暮らしと市
内産業の安定』を実現するとともに、議会提案で制
定された「手話言語条例」が施行から10年の節目
を迎えることから手話の普及・啓発にも力を注ぎ
『誰もが住んで良かったと思える前橋市』を議会と
しても目指して参ります。

更には、行政のチェック機関という議会本来の機
能を維持・発揮しながら、二元代表制の一方の担い
手として前橋市の発展に力を尽くして参る所存で
あります。
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